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授業の目標

遠隔医療の基礎となるネットワーク通信技術、
システム構築技術など情報工学的手法を学ぶ
とともに、運用と管理、地域医療への影響など
社会医学の視点から遠隔医療を理解する。

更に、在宅医療支援、遠隔リハビリテーショ
ン、遠隔病理診断、遠隔画像診断のケースス
タディを通じてシステム構築と運用を理解する。



http://www.soumu.go.jp/menu_02/ict/u-japan/new_outline01.html



http://www.soumu.go.jp/menu_02/ict/u-japan/new_outline02.html



院内、地域内の医療情報システムの構築
およびその相互接続の推進

（ア） 医療機関の情報化の評価指標の整備

（厚生労働省）

（イ） 大規模医療機関内の情報化支援

（厚生労働省、経済産業省）

（ウ） 小規模医療機関内の情報化支援

（厚生労働省）

（エ） 地域における医療機関間の情報連携の促進

（厚生労働省、文部科学省、経済産業省）

（オ） 医療情報化のための人材育成

（厚生労働省）



医療におけるより効果的な
コミュニケーションの実現

 遠隔医療における医療機関間の連携強化と診断支援

の推進（厚生労働省、経済産業省）

 地上デジタルテレビ放送を活用した医療サービスの推

進（総務省、厚生労働省）

 医療機関におけるユビキタスネット技術の活用（総務省、

厚生労働省）



遠隔医療の種類

 施設
 病院 診療所 企業 家庭

 地域
 僻地 離島 海外等

 種類
 放射線 病理 テレホームケア等

 技術
 テレビ電話 生体情報監視等

 回線
 ISDN ADSL 光回線 通信衛星等



遠隔医療普及への課題

 医療機関連携強化のための条件整備の遅れ

 人間関係構築の問題

 経済的インセンティブの問題

 診療報酬・保険適用が少ない

 コストの問題

 ハードウエア、画像端末、通信

 セキュリティ



医療政策の課題-地域医療の確保

 病診連携

 かかりつけ医 専門医

 プライマリケア医

 僻地医療

 北海道の特性は？ 広い・雪

 交通機関

 社会的入院



北海道の人口動向予測



北海道の人口動向予測



北海道の人口動向予測



医療政策の課題-地域医療の確保

 在宅ケア(在宅医療、在宅看護)
 訪問看護ステーション

 患者QOL
 医療費の抑制

 在宅医療機器の進歩



救急医療システム

 3次救急 北海道は 10 カ所

 高度救命救急センター

 Doctor to Doctor

 市立函館、札医大、市立札幌、北海道がんセンター、

手稲渓仁会、日鋼記念、旭川赤十字、北見赤十字、

帯広厚生、市立釧路



災害医療

 災害拠点病院の整備
 市立函館、道立江差、八雲総合、札医大病院（基幹）、市立札幌、

北大、北海道がんセンター、市立小樽、岩見沢市立総合、砂川市立、

深川市立、日鋼記念、王子総合、浦河赤十字、旭川赤十字、

名寄市立、富良野協会、留萌市立、市立稚内、北見赤十字、道立紋別、

帯広厚生、市立釧路、市立根室

 広域災害・救急医療情報システムの整備

 搬送・ドクターヘリ 手稲渓仁会病院

 トリアージ(治療すべき患者の適切な選別)



遠隔医療システムのプラニング

 成功させるための視点
 「誰に」「何を」「どのような方法」で提供するのか?
 市場の可能性はあるのか？

 提供する価値やサービスは明確になっているか？

 外部との関係をどのように築くのか？

 業務プロセスをどのように構築するのか？

 収益をどのように確保するのか？

 リスクファクターは何か？


